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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式Ｂ－Ｘの化合物を含む調節可能な発色団であって、
ここで、
　ｖ）Ｂは、基礎発色団化合物であり、
　ｖｉ）Ｘは、調節可能な化学部分であって、該調節可能な化学部分は、所定の電磁放射
線への曝露の際に、残りの化学部分（Ｃ）を形成し、それによって化合物Ｂ－Ｃを形成す
る、調節可能な化学部分であり、
　ｖｉｉ）該化合物Ｂ－Ｃは、該化合物Ｂ－Ｘより大きな光吸収を提供し、
　ｖｉｉｉ）該残りの化学部分（Ｃ）は、共役二重結合を含む、
発色団。
【請求項２】
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾール、ベンゾフェノン、アゾ色素および桂皮酸
エステルからなる群より選択される、請求項１に記載の発色団。
【請求項３】
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾールである、請求項１または２に記載の発色団
。
【請求項４】
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量のＵＶ光、青色光、もしくはその両方を吸収する、請求項
１、２または３に記載の発色団。
【請求項５】
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量の青色光を吸収する、請求項１～４のいずれかに記載の発
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色団。
【請求項６】
前記調節可能な化学部分Ｘは、環式部分である、請求項１～５のいずれかに記載の発色団
。
【請求項７】
前記調節可能な化学部分Ｘは、ジシクロペンタジエンである、請求項１～６のいずれかに
記載の発色団。
【請求項８】
　ポリマー材料、および
　該ポリマー材料内に分布した請求項１～７のいずれかに記載の調節可能な発色団化合物
を含むレンズであって、
ここで、該材料は、徐々により大きな波長の光を吸収し得、より多量の前記化合物Ｂ－Ｃ
が、前記調節可能な化合物Ｂ－Ｘから形成される、
レンズ。
【請求項９】
インビトロでレンズを調節する方法であって、
　眼に該レンズを移植する前もしくは移植した後に、所定の電磁放射線を、請求項８に記
載のレンズに方向付けて、前記化合物Ｂ－Ｃを形成する工程
を包含する、方法。
【請求項１０】
インビボでレンズを調節するためのシステムであって、
　眼に該レンズを移植する前もしくは移植した後に、所定の電磁放射線を、請求項８に記
載のレンズに方向付けて、前記化合物Ｂ－Ｃを形成するための手段
を含む、システム。
【請求項１１】
調節可能な発色団システムであって、
　反応系
【化１０】

の一部として、式Ｂ－ＸもしくはＢ－Ｃの化合物を含み、
ここで、
　ｉ）Ｂは、基礎発色団化合物であり、
　ｉｉ）Ｘは、調節可能な化学部分であって、該調節可能な化学部分は、第１の所定の電
磁放射線への曝露の際に、残りの化学部分（Ｃ）を形成し、それによって、該化合物Ｂ－
Ｃを形成する、調節可能な化学部分であり、
　ｉｉｉ）該化合物Ｂ－Ｃは、該化合物Ｂ－Ｘより大きな光吸収を提供し、
　ｖｉ）該残りの化学部分（Ｃ）は、共役二重結合を含み、そして、
　ｖ）必要に応じて、該化合物Ｂ－Ｃは、分離可能な基（Ｓ）の補助を伴いつつかもしく
は補助なしのいずれかで、第２の所定の電磁放射線への曝露の際に、該化合物Ｂ－Ｘを形
成する、
発色団システム。
【請求項１２】
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾール、ベンゾフェノン、アゾ色素および桂皮酸
エステルからなる群より選択される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾールである、請求項１１または１２に記載のシ
ステム。
【請求項１４】
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量のＵＶ光、青色光もしくはその両方を吸収する、請求項１
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１、１２または１３に記載のシステム。
【請求項１５】
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量の青色光を吸収する、請求項１１～１４のいずれかに記載
のシステム。
【請求項１６】
前記調節可能な化学部分Ｘは、環式部分である、請求項１１～１５のいずれかに記載のシ
ステム。
【請求項１７】
前記調節可能な化学部分Ｘは、ジシクロペンタジエンである、請求項１１～１６のいずれ
かに記載のシステム。
【請求項１８】
レンズであって、
　ポリマー材料、および
　該ポリマー材料内に分布した請求項１１～１７のいずれかに記載の調節可能な発色団
を含む、レンズ。
【請求項１９】
レンズをインビトロで調節する方法であって、
　眼にレンズを移植する前もしくは移植した後に、請求項１１～１７のいずれかに記載の
所定の第１のもしくは第２の電磁放射線を、請求項１８に記載のレンズに方向付けて、前
記化合物Ｂ－ＣもしくはＢ－Ｘを形成する工程
を包含する、方法。
【請求項２０】
レンズをインビボ調節するためのシステムであって、
　眼に該レンズを移植する前もしくは移植した後に、請求項１１～１７のいずれかに記載
の所定の第１のもしくは第２の電磁放射線を、請求項１８に記載のレンズに方向付けて、
前記化合物Ｂ－ＣもしくはＢ－Ｘを形成するための手段
を含む、システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記レンズの基礎発色団、上記調節可能な発色団のシステムは、好ましくは、ベンゾト
リアゾール、ベンゾフェノン、アゾ色素および桂皮酸エステルからなる群より選択される
。上記化合物Ｂ－Ｃは、代表的には、顕著な量のＵＶ光、青色光もしくはその両方を吸収
する。さらに、上記調節可能な化学部分Ｘは、好ましくは、環式部分（例えば、ジシクロ
ペンタジエン）である。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
式Ｂ－Ｘの化合物を含む調節可能な発色団であって、
ここで、
　ｖ）Ｂは、基礎発色団化合物であり、
　ｖｉ）Ｘは、調節可能な化学部分であって、該調節可能な化学部分は、所定の電磁放射
線への曝露の際に、残りの化学部分（Ｃ）を形成し、それによって化合物Ｂ－Ｃを形成す
る、調節可能な化学部分であり、
　ｖｉｉ）該化合物Ｂ－Ｃは、該化合物Ｂ－Ｘより大きな光吸収を提供し、
　ｖｉｉｉ）該残りの化学部分（Ｃ）は、共役二重結合を含む、
発色団。
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（項目２）
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾール、ベンゾフェノン、アゾ色素および桂皮酸
エステルからなる群より選択される、項目１に記載の発色団。
（項目３）
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾールである、項目１または２に記載の発色団。
（項目４）
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量のＵＶ光、青色光、もしくはその両方を吸収する、項目１
、２または３に記載の発色団。
（項目５）
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量の青色光を吸収する、項目１～４のいずれかに記載の発色
団。
（項目６）
前記調節可能な化学部分Ｘは、環式部分である、項目１～５のいずれかに記載の発色団。
（項目７）
前記調節可能な化学部分Ｘは、ジシクロペンタジエンである、項目１～６のいずれかに記
載の発色団。
（項目８）
　ポリマー材料、および
　該ポリマー材料内に分布した項目１～７のいずれかに記載の調節可能な発色団化合物を
含むレンズであって、
ここで、該材料は、徐々により大きな波長の光を吸収し得、より多量の前記化合物Ｂ－Ｃ
が、前記調節可能な化合物Ｂ－Ｘから形成される、
レンズ。
（項目９）
インビボもしくはインビトロでレンズを調節する方法であって、
　眼に該レンズを移植する前もしくは移植した後に、所定の電磁放射線を、項目８に記載
のレンズに方向付けて、前記化合物Ｂ－Ｃを形成する工程
を包含する、方法。
（項目１０）
調節可能な発色団システムであって、
　反応系
【化１０】

の一部として、式Ｂ－ＸもしくはＢ－Ｃの化合物を含み、
ここで、
　ｉ）Ｂは、基礎発色団化合物であり、
　ｉｉ）Ｘは、調節可能な化学部分であって、該調節可能な化学部分は、第１の所定の電
磁放射線への曝露の際に、残りの化学部分（Ｃ）を形成し、それによって、該化合物Ｂ－
Ｃを形成する、調節可能な化学部分であり、
　ｉｉｉ）該化合物Ｂ－Ｃは、該化合物Ｂ－Ｘより大きな光吸収を提供し、
　ｖｉ）該残りの化学部分（Ｃ）は、共役二重結合を含み、そして、
　ｖ）必要に応じて、該化合物Ｂ－Ｃは、分離可能な基（Ｓ）の補助を伴いつつかもしく
は補助なしのいずれかで、第２の所定の電磁放射線への曝露の際に、該化合物Ｂ－Ｘを形
成する、
発色団システム。
（項目１１）
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾール、ベンゾフェノン、アゾ色素および桂皮酸
エステルからなる群より選択される、項目１０に記載のシステム。
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（項目１２）
前記基礎発色団化合物は、ベンゾトリアゾールである、項目１０または１１に記載のシス
テム。
（項目１３）
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量のＵＶ光、青色光もしくはその両方を吸収する、項目１０
、１１または１２に記載のシステム。
（項目１４）
前記化合物Ｂ－Ｃは、顕著な量の青色光を吸収する、項目１０～１３のいずれかに記載の
システム。
（項目１５）
前記調節可能な化学部分Ｘは、環式部分である、項目１０～１４のいずれかに記載のシス
テム。
（項目１６）
前記調節可能な化学部分Ｘは、ジシクロペンタジエンである、項目１０～１５のいずれか
に記載のシステム。
（項目１７）
レンズであって、
　ポリマー材料、および
　該ポリマー材料内に分布した項目１０～１６のいずれかに記載の調節可能な発色団
を含む、レンズ。
（項目１８）
レンズをインビボもしくはインビトロで調節する方法であって、
　眼にレンズを移植する前もしくは移植した後に、項目１０～１６のいずれかに記載の所
定の第１のもしくは第２の電磁放射線を、項目１７に記載のレンズに方向付けて、前記化
合物Ｂ－ＣもしくはＢ－Ｘを形成する工程
を包含する、方法。
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